
令和７年度 大崎市立下伊場野小学校 学校経営構想（グランドデザイン）

共に学び、共に生きる喜びをもち夢と志に向かい未来を拓く児童の育成
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６つの重点項目ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

学習指導の充実 豊かな人間性や社会性 健やかな心と体 防犯・安全教育の充実 協働による子どもの育成 協働・開かれた学校

〇「下伊場野小学校スタンダード」 〇礼儀作法の定着 〇「はやね・はやおき・あさご 〇「自分の命は自分で守る」力 〇松山小学校との交流学習推進 〇家族ふれあい読書（家読）の
の実践と単式指導の継続 （挨拶、返事、言葉遣い、態 はん」の徹底（保護者と連携） の育成（月１回、朝の活動で 〇地域学校協働本部の積極的な 推進（月１回、家族で本を読

〇「分かった→覚えた→活用でき 度等→いつでも、どこでも、 〇おおさき学校メグリンピック 「みやぎ防災副読本等」の活用） 活用（外部講師依頼等） む時間の設定）
た」とつながる授業 誰とでも、何度でも） やWebなわ跳び等を活用して 〇各種訓練の計画・実施・改善 〇体験活動をとおして、非認知 （年数回実施、改善）

〇ＩＣＴを活用した学習活動等の 〇人間力の育成 の体力向上 及び保護者との連携による引 能力を高める（主体的に、最 〇情報モラル教育の推進（イン
推進 （人に愛され、応援され、役 〇外遊びの奨励（学年の枠を超 き渡し訓練の実施 後まで頑張り、自信をもって） ターネットの適切な利用等）

〇表現する活動の充実→本番力を に立ち、必要とされる人に） えた遊び等） 〇学校安全マニュアルの定期的 〇総合的な学習の時間の充実 〇地域行事等への積極的な参加
つける 〇夢や目標をもたせ、それらを 〇子どもたちの心のケアの充実 な見直しと改善 （授業・活動内容等の改善） 〇学校だより、ＨP・ブログで

〇朝の活動を生かした基礎学力の 常に意識した活動の推進 （スクールカウンセラーの活用） 〇地域・関係機関と連携した学 〇「下伊場野水辺の楽校」の充実 の情報発信
向上（国・算等） 〇多くの関わりの中から互い認 〇関係機関主催の体験教室への 校安全計画の整備と改善 〇関係機関、企業、団体等との 〇家庭・地域、関係機関との連

〇「子供の学びを支援する５つの め合い、励まし合う関係の確 参加 〇新型コロナウイルスやインフ 連携（体験活動への応募） 携
提言～自立した学習者の育成を 立（様々な体験活動） 〇食に関する指導の充実（大崎 ルエンザ等の感染症対策の継 〇志教育の推進 〇希望者への自由参観、教育相
目指して」の実施 〇伝統文化の体験活動の推進 東学校給食センターと連携） 続 〇チャレンジｄａｙを活用した 談の実施

〇家庭と連携した家庭学習の充実 （和太鼓、伊場野音頭） 〇メディアコントロールの推進 各種行事への積極的な参加
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目指す児童像

〇明るく、思いやりのある子ども【あたたかく】
〇よく考え、表現する子【かしこく】
〇元気に遊び、心と体をきたえる子ども【たくましく】

目指す学校像

〇安全・安心な学校【安全安心】
○保護者・地域から信頼される学校【信頼】
〇家庭や地域とともにつくる学校【協働】

目指す教師像

〇子どもや保護者・地域から信頼される教職員【信頼】
〇子どもに寄り添い、子どもの頑張り・良さに共感する教職員【協働共感】
〇指導力向上を目指し、研修・研さんに務める教職員【自主研さん】

〇時代の変化や社会の変化の中で、生涯学習を視点に「生きる力（豊かな心、健やかな体、確かな学力）」の育成を目指す。
〇令和８年度の松山小学校との統合に向けて、単式指導の充実を図り、児童が達成感や充実感を味わえるような教育活動を進めていく。

①児童が楽しく ②教師が楽しく ③地域が楽しく

特に以下のことを重点項目とする。（６つのアクションプラン）
（１）未来を拓く基礎学力の向上の定着と学習指導の充実（知）
（２）豊かな人間性や社会性の育成（徳）
（３）健やかな心と体の育成（体）
（４）防災・安全教育の充実（知・徳・体）
（５）関わりを大切にした豊かな体験活動の充実（知・徳）
（６）学校・家庭・地域が協働した子どもの育成（知・徳・体） 学校・地区合同運動会羽黒まつり
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親子カヌー教室

書きぞめ講習会

サケの放流学 芸 会

学習田感謝の会




